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ガ
ン
の
も
と
、
教
育
壊
し
が

進
ん
で
い
ま
す
。
児
童
文
学

館
や
府
立
青
少
年
セ
ン
タ
ー

の
廃
止
、
学
力
テ
ス
ト
問
題

な
ど
権
限
を
逸
脱
し
た
教
育

行
政
へ
の
介
入
な
ど
、
知
事

の
無
知
無
学
が
招
く
暴
挙
、

暴
言
、
幼
稚
な
愚
行
や
詭
弁

は
数
え
あ
げ
れ
ば
き
り
が
あ

り
ま
せ
ん
。
今
こ
そ
、
私
た

ち
は
一
部
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
の

扇
動
的
な
記
事
に
流
さ
れ

ず
、
自
分
の
頭
を
フ
ル
稼
働

さ
せ
、
何
が
正
し
い
の
か
賢

い
選
択
を
す
る
必
要
が
あ
り

ま
す
。
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賢
い
選
択
を

　

首
相
交
代
な
ど
激
変
す
る

国
政
の
も
と
、
い
よ
い
よ
参

議
院
選
挙
が
近
づ
い
て
き
ま

し
た
。
大
阪
で
は
、
橋
下
知

事
の
「
子
供
が
笑
う
」
と
の

嘘
で
塗
り
こ
ま
れ
た
ス
ロ
ー

や
す
い
指
導
法
を
考
え
て

い
っ
た
。

１
．低
学
年
で
折
り

　

紙
を
算
数
教
材
に

　

手
先
を
器
用
に
し
て
い

く
こ
と
、
形
に
つ
い
て
の

興
味
を
広
げ
る
こ
と
を
ね

ら
い
に
指
導
し
た
。

２
．高
学
年
で
折
り

　

紙
を
算
数
教
材
に

　

楽
し
み
な
が
ら
折
る
時

間
は
取
れ
な
い
の
で
、
グ

ル
ー
プ
で
分
担
し
て
取
り

組
ん
だ
り
教
師
が
提
示
し

た
り
し
て
考
え
を
確
か
め

る
た
め
に
折
り
紙
を
使
う

と
効
果
的
で
あ
る
。
例
え

ば
三
角
形
の
面
積
を
求
め

る
時
、
子
ど
も
た
ち
に
三

角
形
の
紙
を
何
枚
か
渡
し

て
お
き
、
今
ま
で
に
習
っ

た
長
方
形
や
正
方
形
に
し

て
面
積
を
求
め
る
方
法
を

何
種
類
か
考
え
さ
せ
る
。

公
式
は
「
覚
え
て
使
う
も

の
」
か
ら
「
見
つ
け
出
す

も
の
」
と
し
て
捉
え
ら
れ

る
よ
う
に
な
り
、
定
着
す

る
よ
う
に
な
っ
た
。

　

折
り
紙
で
折
っ
た
図
形

は
確
か
め
な
が
ら
学
習
で

き
、
そ
の
色
彩
は
わ
か
り

や
す
く
す
る
助
け
と
も
な

る
。

紙
を
使
っ
て
の
考
え
方
が

載
っ
た
り
し
て
い
る
が
、

時
間
数
の
少
な
い
図
形
教

材
は
理
解
も
不
十
分
に
な

り
や
す
い
の
で
、
折
り
紙

を
使
っ
て
楽
し
く
わ
か
り

　

算
数
科
の
中
で
図
形
教

材
は
指
導
時
間
も
少
な

く
、
小
学
校
に
入
学
す
る

ま
で
の
積
み
上
げ
て
き
た

過
程
が
違
い
、
す
ぐ
に
そ

の
力
が
発
揮
さ
れ
る
と
は

言
い
が
た
い
。
高
学
年
で

の
子
ど
も
た
ち
の
図
形
教

材
の
理
解
の
差
が
大
き
い

の
で
、
よ
り
わ
か
る
手
立

て
が
な
い
だ
ろ
う
か
と
考

え
、
折
り
紙
を
算
数
教
材

に
い
か
す
こ
と
に
し
た
。

教
科
書
に
も
最
近
は
折
り

で
教
職
員
の
勤
務
時
間
を
適

正
に
把
握
さ
せ
る
こ
と
は
、

そ
の
出
発
点
と
な
る
と
判
断

し
、
府
教
委
と
の
協
議
を
す

す
め
て
き
ま
し
た
。

　

協
議
の
な
か
で
３
組
合

は
、「
勤
務
時
間
把
握
」
に

と
り
く
む
「
目
的
」
と
「
責

任
」
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と

を
重
視
し
、
そ
れ
は
教
職
員

の
過
重
労
働
・
超
過
勤
務
の

解
消
を
目
的
と
し
て
行
な
わ

れ
、
個
々
の
教
職
員
の
義
務

で
は
な
く
使
用
者
で
あ
る
教

育
委
員
会
と
校
長
の
責
務
で

あ
る
こ
と
な
ど
を
主
張
し
て

き
ま
し
た
。「
職
場
討
議
資

料
」
は
こ
の
間
の
協
議
の
到

達
点
に
も
と
づ
い
て
発
行
し

た
も
の
で
す
。

　

大
教
組
討
議
資
料
を
活
用

し
、
学
習
と
意
思
統
一
、
当

局
と
の
交
渉
を
す
す
め
、

「
勤
務
時
間
把
握
」
の
と
り

く
み
を
超
過
勤
務
の
縮
減
に

役
立
て
る
こ
と
を
呼
び
か
け

ま
す
。

　

学
校
現
場
は
長
時
間
過
密

労
働
が
蔓
延
し
、
教
職
員
の

健
康
破
壊
が
広
が
っ
て
い
ま

す
。
現
場
の
青
年
や
教
職
員

は
、「
あ
と
何
年
こ
の
仕
事

を
続
け
ら
れ
る
だ
ろ
う
か
」

と
深
刻
な
不
安
を
抱
い
て
い

ま
す
。

　

大
教
組
、
府
高
教
、
府
障

教
は
、「
長
時
間
過
密
労
働

の
解
消
」
と
い
う
教
職
員
の

誰
も
が
願
う
課
題
に
と
り
く

む
う
え
で
、
使
用
者
の
責
任

　

府
教
委
は
５
月
24
日
、
府
立
学
校
長
と

市
町
村
教
育
委
員
会
に
対
し
、「
勤
務
時

間
の
適
正
な
把
握
の
た
め
の
手
続
き
等
に

関
す
る
要
綱
」
等
を
通
知
し
、
６
月
１
日

よ
り
府
立
学
校
で
の
実
施
、
市
町
村
立
学

校
へ
の
早
期
導
入
を
め
ざ
す
考
え
を
示
し

ま
し
た
。

府
教
委
が　
　
　

府
教
委
が　
　
　

「
勤
務
時
間
把
握
」

「
勤
務
時
間
把
握
」

をを
通
知　
　
　
　

通
知　
　
　
　

折り紙で算数

土井　敬子さ
ん（枚方・明倫小学校）

私
の
教
育
実
践

私
の
教
育
実
践

三角形の面積の求め方のいろいろ

　

私
た
ち
は
東
谷
敏
雄
先

生
と
い
う
、
か
け
が
え
の

な
い
大
先
輩
・
指
導
者
を

失
い
ま
し
た
。

　

東
谷
先
生
は
、
敗
戦

後
、
教
職
員
組
合
の
結
成

に
努
力
さ
れ
、
１
９
４
７

年
、「
日
教
組
」
結
成
と

同
時
に
中
央
執
行
委
員
・

情
宣
部
長
と
し
て
活
躍
さ

れ
て
き
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
１
９
５
１
年

か
ら
84
年
ま
で
、
大
教
組

の
書
記
長
、
中
央
執
行
委

員
長
を
務
め
ら
れ
ま
し

た
。
こ
の
間
、
戦
争
で
荒

廃
し
た
学
校
の
再
建
、
低

賃
金
で
食
う
や
食
わ
ず
の

教
職
員
の
生
活
・
権
利
・

労
働
条
件
の
改
善
を
は
じ

め
、
民
主
教
育
の
推
進
、

平
和
・
民
主
主
義
の
確
立

の
た
め
に
奮
闘
さ
れ
て
き

ま
し
た
。

　

退
職
後
も
、
全
国
と
大

阪
の
革
新
懇
・
非
核
の
政

府
の
会
代
表
委
員
と
し

て
、
政
治
の
革
新
、
核
兵

器
廃
絶
な
ど
の
活
動
を
続

け
ら
れ
、
大
き
な
役
割
を

果
た
し
て
こ
ら
れ
ま
し

た
。

　

東
谷
先
生
と
の
出
会
い

は
、
１
９
５
８
年
の
勤
評

闘
争
と
60
年
安
保
闘
争
、

と
り
わ
け
黒
田
革
新
府
政

の
確
立
と
継
続
の
闘
い
で

し
た
。
１
９
７
１
年
に

「
公
害
知
事
さ
ん
さ
よ
う

な
ら
、
憲
法
知
事
さ
ん
こ

ん
に
ち
は
」
を
合
言
葉
に

黒
田
革
新
府
政
を
確
立

し
、
２
期
８
年
、
65
歳
以

上
の
老
人
医
療
無
料
化

や
、
府
立
高
校
24
校
の
増

設
を
は
じ
め
、
能
勢
ナ
イ

キ
基
地
設
置
阻
止
な
ど
府

民
の
願
い
を
つ
ぎ
つ
ぎ
に

実
現
し
て
い
き
ま
し
た
。

大
教
組
が
こ
の
黒
田
革
新

府
政
推
進
の
重
要
な
役
割

を
担
っ
た
事
は
言
う
ま
で

も
あ
り
ま
せ
ん
。

　

と
こ
ろ
が
、
当
時
の
大

阪
の
社
会
党
と
総
評
な
ど

が
「
反
共
」
で
自
民
や
財

界
と
手
を
組
み
、
黒
田
府

政
打
倒
の
側
に
変
節
し
た

の
で
す
。
こ
の
時
、
社
会

党
府
委
員
長
の
亀
田
得
治

さ
ん
と
総
評
副
議
長
で
あ

っ
た
東
谷
さ
ん
は
断
固
と

し
て
黒
田
府
政
を
支
持
さ

れ
、
革
新
統
一
の
立
場
を

貫
か
れ
た
の
で
す
。

　

部
落
解
放
同
盟
の
教
育

現
場
へ
の
暴
力
的
介
入
や

「
教
師
・
教
育
論
」
論
争

な
ど
困
難
な
問
題
も
あ
り

ま
し
た
が
、
東
谷
先
生
は

組
合
の
団
結
を
一
貫
し
て

大
切
に
さ
れ
て
き
ま
し

た
。

　

ま
だ
ま
だ
長
生
き
さ
れ

て
、
時
に
は
ご
指
導
も
い

た
だ
き
た
か
っ
た
の
に
、

残
念
で
な
り
ま
せ
ん
。
心

か
ら
の
哀
悼
の
意
を
表

し
、
お
別
れ
の
言
葉
と
し

ま
す
。

師
集
団
が
作
り
に
く
い
の
が

現
状
で
す
。
多
く
の
先
生
を

講
師
の
ま
ま
で
留
め
置
い
て

い
る
の
は
「
人
件
費
の
安
易

な
削
減
」
と
感
じ
ま
す
。
ク

ー
ラ
ー
が
な
い
教
室
や
壊
れ

た
設
備
に
簡
単
に
予
算
は
つ

き
ま
せ
ん
。
教
育
と
い
う
場

で
基
本
の
土
台
に
な
る
も
の

は
、
人
的
な
ゆ
と
り
と
学
習

し
や
す
い
環
境
で
す
。
そ
れ

は
私
た
ち
の
力
で
は
作
れ
な

い
。
現
場
を
理
解
し
、
長
い

視
野
に
た
っ
て
改
革
で
き
る

政
党
や
勢
力
に
が
ん
ば
っ
て

い
た
だ
き
た
い
と
考
え
ま

す
。

Ｖ
Ｏ
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切
実
で
す
！

教
育
条
件
改
善
の
願
い

斉藤　優さ　　ん
（府立平野高校）

　

学
校
で
い
ま
何
が
足
り
な

い
か
と
問
わ
れ
れ
ば
、
人
と

モ
ノ
で
す
。
業
務
は
残
業
な

し
で
は
終
わ
ら
な
い
量
に
な

っ
て
い
ま
す
。
講
師
の
割
合

が
高
く
最
低
３
年
間
と
い
う

ス
パ
ン
で
先
を
見
通
せ
る
教

　

「
40
人
学
級
を
引
き
下
げ
」
と
報
じ
ら
れ
る
学
級
編
成
と
教
職

員
定
数
の
改
善
へ
の
検
討
が
、
や
っ
と
開
始
さ
れ
ま
し
た
。
長
年

の
運
動
が
つ
く
り
だ
し
た
重
要
な
到
達
点
で
す
。
こ
の
流
れ
を
さ

ら
に
前
へ
進
め
、
い
ま
こ
そ
国
の
責
任
で
30
人
学
級
、
教
職
員
定

数
増
を
実
現
す
る
時
で
す
。
こ
の
間
一
貫
し
て
、
30
人
学
級
と
教

職
員
定
数
増
を
求
め
、
政
治
を
動
か
し
て
き
た
勢
力
の
躍
進
で
、

教
育
条
件
の
抜
本
的
改
善
、
教
職
員
の
願
い
を
実
現
さ
せ
ま
し
ょ

う
。

　
　
　
　
　

30
人
学
級
、

教
職
員
定
数
増
の
実
現

待
っ
た
な
し
！

免許更新制度の即時
廃止、全国一斉学力
テストの中止へ　　

まん中の線
で折る

折った三角形と
重ならないよう
に折っていく

この点を
切り残す

高さの半分の長さ

底辺の長さ 底辺の長さ

元
大
教
組
委
員
長　

篠
浦
一
朗

大
先
輩
、東
谷
先
生
の
死
を
悼
む

大
先
輩
、東
谷
先
生
の
死
を
悼
む

　

元
大
阪
教
職
員
組
合
中
央
執
行
委
員
長
で
全
国
革
新
懇
代
表
世
話
人
な
ど
を

務
め
た
東
谷
敏
雄
さ
ん
が
４
月
10
日
死
去
さ
れ
ま
し
た
。
享
年
90
歳
。
元
大
教

組
委
員
長
の
篠
浦
一
朗
さ
ん
に
追
悼
文
を
寄
せ
て
も
ら
い
ま
し
た
。

中
身
は
古
い
政
治

中
身
は
古
い
政
治

主な主な新党の新党の政策・主張は政策・主張は
み
ん
な
の
党

み
ん
な
の
党

• 

「
小
泉
改
革
」
を
「
中
途
半
端
」
と
し
て
、
い
っ

そ
う
の
「
構
造
改
革
」
推
進

• 

国
家
公
務
員
10
万
人
削
減
、
道
州
制
導
入
（
昨
年

の
総
選
挙
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
）

• 

改
憲
派
の
集
会
（
新
憲
法
制
定
推
進
大
会
）
に
党

代
表
が
あ
い
さ
つ
予
定

た
ち
あ
が
れ
日
本

た
ち
あ
が
れ
日
本

• 

自
民
党
と
同
様
に

「
自
主
憲
法
制
定
」

を
明
記
（
綱
領
）

• 

「
消
費
税
率
引
き
上

げ
」「
日
米
同
盟
基

軸
」
を
主
張
（
結
党

宣
言
）

公
約
は

公
約
は
ど
こ
に
い
っ
た
の
？

ど
こ
に
い
っ
た
の
？

迷
走
、逆
走
す
る
民
主
党
政
権

公
約
「
移
設
先
は
国
外
、
少
な
く
と
も
県
外
」

実
際
実
際　

 

迷
走
の
あ
げ
く
「
日
米
合
意
」
を
優
先
、
結
局
沖
縄

・
徳
之
島
に
押
し
付
け

公
約
「
製
造
業
へ
の
派
遣
は
原
則
禁
止
」

実
際
実
際　

法
案
で
は
「
禁
止
の
例
外
」
で
80
％
は
派
遣
が
存
続

公
約
「
す
ぐ
廃
止
」

実
際
実
際　

 

検
討
で
は
４
年
後
に
先
送
り
。
し
か
も
後
期
高
齢
者

扱
い
を
75
歳
か
ら
65
歳
に
引
き
下
げ

長時間過密労働の解消へ長時間過密労働の解消へ
　　　　　　踏み出そう　　　　　　踏み出そう

乱
立

自
民
党
政
治
と　
　

　

ど
こ
が
違
う
の
？

新
党

１１
大
企
業
・
財
界
に
ハ
ッ
キ
リ
と
も
の
が
い
え
る

政
党
か
ど
う
か

○
大
企
業
の
利
益
最
優
先
か
ら
国
民
の
く
ら
し
最
優
先
に
改
め
る

○
大
企
業
の
大
儲
け（
２
２
０
兆
円
を
こ
え
る
内
部
留
保
）の
一
部
を
社
会
に
還
元
す
る

○
教
育
・
福
祉
・
社
会
保
障
を
充
実
さ
せ
る
政
治
に

２２
ア
メ
リ
カ
に
も
は
っ
き
り
も
の
が
い
え
る

政
党
か
ど
う
か

○
日
米
合
意
を
撤
回
し
、
普
天
間
基
地
は
無
条
件
撤
去
へ

○
憲
法
９
条
を
守
る
政
治
を

３３
「
政
治
と
カ
ネ
」の
問
題―

企
業
・
団
体
献
金

き
っ
ぱ
り
禁
止
を
主
張
、疑
惑
解
明
で
き
る

姿
勢
を
持
っ
て
い
る
政
党
か
ど
う
か

　

公
立
高
校
の
授
業
料
不
徴
収
な
ど
、

教
育
無
償
化
へ
歩
み
が
始
ま
り
ま
し

た
。
そ
の
一
方
で
、
迷
走
と
混
迷
の
教

員
免
許
更
新
制
、
命
を
削
る
よ
う
な
長

時
間
過
密
労
働
の
教
育
現
場
、「
教
育

に
穴
が
開
く
」

な
ど
の
劣
悪
な
教
育
条
件
な
ど
、「
な

か
な
か
変
わ
ら
な
い
」
と
失
望
し
、
怒

り
さ
え
感
じ
る
状
況
も
生
れ
て
い
ま

す
。
い
ま
こ
そ
政
治
を
変
え
、
現
場
教

職
員
の
願
い
に
沿
っ
て
き
っ
ぱ
り
と
免

許
更
新
制
を
廃
止
し
、
教
育

政
策
の
抜
本
的
転
換
を

実
現
す
る
時

で
す
。

のの基準・決め手は基準・決め手は政党選択政党選択

―図形教材の理解のために―

30年ぶりに学級編成の改善を検討30年ぶりに学級編成の改善を検討
労
働
者
派
遣
法
改
正
問
題　

労
働
者
派
遣
法
改
正
問
題　

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
問
題

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
問
題

普
天
間
基
地
問
題　
　
　
　

普
天
間
基
地
問
題　
　
　
　

職場で教育と職場で教育と
政治を語りあおう政治を語りあおう
　憲法は、国民主権の立場から、参政
権を国民固有の権利（15条）として保
障するとともに、思想・良心の自由を
謳っています。これは公務員にも適用
されるべきものです。
　職場で、子どもと教育を語るなかに
政治の話題も織り込み、大いに語りあ
うことをよびかけます。

馬場　史章さ　　ん
（大阪市榎並小学校）

国民の願いを実現する国民の願いを実現する
参院選特集

　「政治を変えてほしい」という国民の強い願いに背を向
け、公約違反、迷走・逆走を続けたことへの国民的な批判の
高まりが、鳩山首相を辞任に追い込みました。菅新内閣が発
足しましたが、「普天間」「政治とカネ」などへの真摯な反省
なしでは、「クリーンな政治」や新しい政治は生まれませ
ん。今度の参議院選挙では、これまでの大企業・アメリカ優
先の政治から抜け出し、沖縄県民・国民の願いを大切にする
新しい政治への転換が強く求められています。

新しい政治へ新しい政治へ


